
                                                     

 

 

  

 

 

  
 

  

  

 

   

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

  

  

 

 

 

  

 

 

 

  

 

新居浜市瀬戸町７‐30 

Ｅ－ｍａｉｌ ： seto@city .n i ihama. lg . jp  

 

. j p  

 

T  E  L ： ０８９７―４１―５８５９（Fax 兼用） 

 

 

〒792-0821 

瀬戸・寿連合自治会 

★ゆめじゅく編集委員会 

7 日(月)13 時 30 分～ 

★移動図書館青い鳥号 

30 日(水)14 時～14 時 40 分 

★人権のつどい日 
11 日(金)19 時 30 分～21 時 

★回転木馬（瀬戸児童館） 
9 日(水) 

１０時３０分～１１時３０分 

★木曜会 

17 日(木) 

１９時３０分～２１時 
11 月 17・18 日の両日、滋賀県で開催

され 17 日の開会式の後には「差別をなく

すために、わたしたちができること」と題

して、地元特別報告が行われました。今の

時代、インターネット上での人権侵害が多

発していますが、それは暮らしの中の人と

人との関係では話題に上がらないことも多

いのではないでしょうか。つまり、差別意

識は内在化していると言えます。また、課

題が何なのかをとらえ、解決するための教

育・啓発ができていない現状もあります。 

本年度も１２冊の本を 

購入しました。人権・平和 

教育関係は、『教科書をタ 

ダにした闘い～高知県長浜の教科書無償運動

～』、『天皇制と部落差別 権力と穢れ』、『い

つまでも、いつまでもお元気で～特攻隊員たち

が遺した最後の言葉』、『只一筋に征く～愛す

るものを護るため、大空に飛び立った若者たち

～』の４冊です。 

 また、発売半年あまりで 200 万部突破! 子ど

も、親、祖父母、すべての世代で一番読まれて

いる本の『漫画 君たちはどう生きるか』をは

じめ、『未来』『じっと手を見る』『沈黙のパ

レード』『傍流の記者』『世界がもし 100 人の

村だったら』、『世界がもし 100 人の村だった

ら完結編』、『ぼくがラーメンをたべていると

き』などの直木賞候補作や絵本など色々なジャ

ンルの本を取りそろえました。１月７日から貸

し出しを行います。 

是非、ご利用ください。 

 

★人権・同和教育関係行事 
隣保館・指導職員合同研修会 

２５日(金)愛媛県生涯学習センター 

   

例えば、「同和問題学習は何のため？」

という質問に、「差別をなくするためよ」

と返すと、生徒から、「どこに差別が残っ

ているの」と尋ねられると、それに対して、

教師はどう答えるのでしょうか。 

 このような現状を打破するためには、

受け身の同和問題ではなく、同和問題を

学ぶことはとっても豊かな人生を送るこ

とにつながるというスタンスで取り組む

ことが大切だと改めて感じました。 

12 月 11 日（火）はマイントピアで老

人クラブ「若葉会」の忘年会を行いました。 

師走の候、何かとお忙しい中、16 名の

会員の皆さんが集い、お風呂と食事、カラ

オケ、そして会長の素晴らしいキャラに笑

顔いっぱいでした！！ 

私たち「若葉会」は仲間づくりを原点と

した生きがいと健康づくり、生活や地域を

豊かにする諸活動に取り組んでいます。何

時でも会員の募集を行っていますので声

をかけてください。 

皆さん、「おひねり」をご存知ですか？ 

大衆演劇、お芝居のスタイルのひとつで

す。日によっては、お客さんの入りが少な

い日、客席より出演者の方が多い状態で

す。このようなときに「おひねり」が生ま

れたといわれています。諸説ありますが、

お客さんが「こんなに少ないのに一生懸命

やっていただいて申し訳ない。少しですが

木戸銭（チケット代）の足しにしてくださ

い。」というような、どこか日本人らしい

気持ちではじまったのが「おひねり」のは

じまりといわれています。カラオケの時に

はその「おひねり」が演台にたくさん飛び

交いました。このように 

参加者一人ひとり 

のお蔭さまで、笑 

いが絶えることな 

く、楽しい一時を 

過ごすことができ 

ました。 

 

 

旧年中は瀬戸会館活動にご理解と

ご協力をいただき厚くお礼を申し上

げます。 

昨年の年末大掃除には、地域の

方々、ゆめじゅく会の皆様のご参加を

いただきありがとうございました。お

かげをもちまして、すがすがしい気持

ちで新年を迎えることができました。 

今年も瀬戸会館の活動にご支援ご

協力をいただきますようお願い申し

上げますとともに、皆様方のご健康と

ご多幸を心よりお祈り申し上げます。 

平成３１年元旦 

ゆめじゅく会会長小野博 

瀬戸会館職員一同 

 

mailto:seto@city.niihama.lg.jp
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健康体操 
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ピアノクラブ 
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こども塾 

 

ハンドメイド 

詩 吟 

若葉会 

ＺＵＭＢＡ 

フラダンス 

東田クラブ 

A-one 

 

水美会 

詩 吟 

バレエ 

よさこい 

 

3B 体操 

リトミック 

オカリナ 

紙バンド 

レインボー体操 A 

エストレージャ 

ＺＵＭＢＡ 

 

健康体操 

ピンポン 

エストレージャ 

フラダンス 

とどけあｶﾌｪ 

人権のつどい 

 

瀬戸児童館 

ポーセラーツ 

て ん 刻 

スクエアダンス 

 

 

 

 

ハンドメイド 

詩 吟 

若葉会 

ＺＵＭＢＡ 

社友会パソコン 

レインボー体操 B 

フラダンス 

東田クラブ 

A-one 

 

水美会 

スクエアダンス 

ポーセラーツ 

バレエ 

よさこい 

 

男の料理教室

3B 体操 

リトミック 

紙バンド 

レインボー体操 A 

エストレージャ 

ＺＵＭＢＡ 
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小学生パソコン 

スクエアダンス 

 

 

楠木クラブ 

ピアノクラブ 
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こども塾 
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楠木クラブ 

ピアノクラブ 

ピンポン 

べっぴんさん 
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こども塾 

 

ハンドメイド 

詩 吟 

ＺＵＭＢＡ 

フラダンス 

社友会パソコン 

レインボー体操B 

東田クラブ 

A-one 
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バレエ 

よさこい 

 

リトミック 

紙バンド 

レインボー体操 A 
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ＺＵＭＢＡ 

  

1 月分 

今年、私が一番感動を受けた人を一人挙げると 

すれば、山口県周防大島町で行方不明となっていた 

２歳男児を発見し、大きな注目を集めたスーパーボ 

ランティア・尾畠春夫さんです。９月に放送された 

「情熱大陸」というテレビ番組の中で、尾畠さんが 

語っていた言葉が、“かけた情けは水に流せ、受け 

た恩は石に刻め”です。利他の心でボランティアに打ち込む尾畠さんの姿から思い

出したのが、「恩送り」（おんおくり）という言葉です。 

 「恩送り」は日常ではあまり使いません。「恩送り」は、「直接恩を受けた人」

に返すのではなく、「誰か」に「恩を送ること」です。 

 「恩返し」って、場合には難しいときがあります。何年も何十年も後になって「恩」

を返そうと思っても、すでに相手の方が亡くなってしまっていて返せない、など。 

 そんな時に「恩送り」です。これなら、サッと出来ます。そして、その恩を送ら

れた人が、さらに別の人に「恩を送る」。そうして「恩」が世の中を回って 

いく。やってみませんか。自分なりの「恩送り」。 

 尾畠さんとまではできないにしても、やってみませんか、 

自分なりの「恩送り」。 

 

12 月の人権のつどいは、講師に NPO 法人ライフ 

ワース理事長並びに日本教育カウンセラー協会愛媛支部代表 

の西原勝則さんをお招きして、「発達障害～自立支援について～」についてお話しいた

だきました。 

西原さんがもっとも伝えたかったことは、「平等と公平」の違いだと思います。平

等という価値基準のもとで全ての子どもを画一的に指導する悪しき同一主義に陥って

はいけません。一人一人がみんな違うということを正しく認識して、違うように指導し

ていかなければなりません。但し、全体として見たときに、みんなの間に不平不満が起

こらないように配慮できることも含めて真の公平（正義）と言えます。真の公平とは、

あちらを立てながらもこちらも立てることであり、難易度が高いことですが、平等とい

う画一的な価値観では真の公平は実現できません。人は、一人で生きていくことができ

ないことからも明らかなように、互いに支援を受け合う存在です。 

 自立とは、「自分のもっている力を１００％発揮し、 

支援を最小にした状態」です。すべての人が自立する 

ためには、必要な人に必要な支援を行っていくことが、 

真の公平だと学ばせていただきました。 
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22 23 24 25 26 21 
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14 

4 

変更になる場合があります。 

興味のある方はご連絡ください。 

(瀬戸会館：41-5859) 

“かけた情けは水に流せ、受けた恩は石に刻め” 

年 始 休 暇 

い ど つ の 

午 前・午 後・夜 間 


